
（２）重点分野と⽬標 件数⽬標を設定、案件リスト、⼯程等を具体化した実⾏計画を策定
空港／⽔道／下⽔道／バスタ／ｽﾀｼﾞｱﾑ･ｱﾘｰﾅ／⽂化施設／⼤学施設／公園／MICE施設等
・好事例の横展開、案件発掘等のためトップセールス実施、ガイドライン・ひな型作成等
・関連施策を集中的に投⼊、PPP/PFIの活⽤促進に資する交付⾦等の制度改善

（１）基本的な考え⽅
①多様な政策ニーズに対応するため、公共の施設とサービスに⺠間の知恵と資⾦を最⼤限活⽤
②「新しい資本主義」の中核となる「新たな官⺠連携」の柱として「成⻑と分配」の好循環を実現
③「デジタル⽥園都市国家構想」の推進⼒として、インフラの持続可能性等の地域課題を解決し、魅⼒的で活⼒ある地域を実現
④カーボンニュートラル、デジタル技術の社会実装など新たな政策課題へアプローチ

PPP/PFI推進アクションプラン（令和４年改定版）（案） 概要

２．ＰＰＰ/ＰＦＩの推進施策

３．ＰＰＰ/ＰＦＩアクションプラン推進の⽬標

（１）多様なＰＰＰ/ＰＦＩの展開 新たな分野における「PPP/PFI活⽤モデル」形成に取り組む（PFI推進機構と連携）

（３）取組基盤の充実
・多様な効果の⾒える化、動画の活⽤、情報・発信の充実
・制度改善や規制改⾰提案の受付、検討体制の強化
・官⺠リスク分担の新⼿法の導⼊（ﾌﾟﾛﾌｨｯﾄ･ﾛｽｼｪｱﾘﾝｸﾞ条項等）

（４）PFI推進機構の活⽤
・先導的事例の形成、案件発掘等、ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの積極的実施
・地域⾦融機関等へのノウハウ移転
・今後のあり⽅について検討、所要の法案の早期提出

Ｐ

（２）推進の⽅向性
・⾃律的な展開基盤の早期形成のため、令和４年度から５年間を「重点実⾏期間」とし、⽀援策を拡充・重点投⼊
①地域における活⽤拡⼤ ②活⽤対象の拡⼤ ③⺠間による創意⼯夫の最⼤化 ④地域の主体の能⼒強化と⼈材の確保

・優先的検討規程の実効性向上、策定促進
（⼈⼝10〜20万⼈の全⾃治体での策定︓R5年度）

・⾸⻑等の機運醸成（トップセールスの実施︓機構と連携）
・先導的な優良事例等の表彰制度創設
・マニュアル（導⼊の⼿引き、契約書ひな型等）の整理・周知
・PFI推進機構による地域⾦融機関等の⼈材育成の全国展開

・専⾨家派遣、伴⾛⽀援の強化
・新たな活⽤モデルの形成や⼩規模⾃治体への⽀援の積極的実施
・地域ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの全都道府県への展開、機能強化（R8年度）

・⺠間提案制度の実効性向上（提案者へのｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ付与等）
・⾃治体の受付窓⼝の設置促進、事業リストの公開・⼀覧化

（１）事業規模⽬標

（２）地⽅公共団体等の機運醸成・ノウハウの蓄積と案件形成に向けた積極的な⽀援

・公園、公⺠館等の⾝近な施設 ・新しい政策課題への対応（グリーン、デジタル）・地域交通、⼈⼯衛星等
・インフラの維持管理分野への拡⼤ ・公的不動産活⽤（国有財産、学校等） ・広域化、集約化・多機能化 等

１．ＰＰＰ/ＰＦＩ推進に当たっての考え⽅
資料２－１


